
全国多数の指定研修機関をサポートしている学研が
2023年6月 新オプションサービス の提供を開始します！

認定看護師教育基準カリキュラム（B課程）

申 請 情 報 提 出 期 間

8～9月　申請情報確認期間

10月下旬以降　認定看護師教育機関審査会において審議

11月下旬～12月　審査結果通知

B課程認定看護師教育機関を目指すみなさま
日本看護協会への申請スケジュール（目安）

認定料振込 ➡ 公表 ➡ 3月までに認定証交付
＊要件を満たさない場合には申請情報を修正して再審議となります

確 定 の 場 合

4月下旬 

～6月末 

～7月末 

B課程認定看護師教育機関の認定には
厚生労働省への特定行為研修指定研修機関の申請が別途必要です

学研の申請サポート

共通科目対応コース

教材提供だけでなく、厚生労働省への特定行為研修指定研修
機関の申請もサポートしております！

申請開始
日本看護協会公式ホームページより要項をダウンロード

申請期間終了までに
認定審査の申請（オンライン）＋認定申請書の提出（郵送）

申請情報提出期限までに
審査に要する情報（申請情報）の入力および提出（オンライン）
＊特定行為研修指定研修機関指定証の写しを含む　
　ただし、特定行為研修指定研修機関に申請中の場合は、指定証の交付後に提出

＊日本看護協会より審査料の請求あり

受講費用　＊ご契約月から年度末までの年度契約です。年度途中からのお申込みも可能です

講義も！ 演習・実習用教材も！

ｅ-ラーニング

NEW！

特定行為研修で学んだ
知識・技術を臨床現場へ！

生涯学習としても最適！

演習用教材も多数提供！
学習を支援する力・ 

コンサルテーションの力
を育成

「指導」「相談」
「看護管理」を網羅！

20230601

対象ご施設 ご利用料金
● 学研ナーシングサポート
● ビジュアルナーシングメソッド
● 看護師の特定行為研修（共通科目）

　いずれかをご導入のご施設

20,000 円/月（税別）

無料でデモ体験できます！
学研　B課程 で検索



～本コースの監修者より～
本教材（指導、相談、看護管理）は、ケアは常に患者・利用者中心であること、学ん
だ知識や技術は一人でも多くの必要とする人や場に届ける必要があること、を強く意
識して作りました。ここでの「人や場」には、患者・利用者はもちろん、同僚や他職種、
そして組織や地域、社会を含みます。実践・教育・研究の第一線で、この考えに基
づく看護の開発に携わる講師陣による講義は、知的好奇心を刺激し、実践への還元
に向けた動機づけを高める内容です。ぜひご活用ください。

1997年 聖路加看護大学卒
業。2013年 聖路加看護大
学大学院看護学研究科博士
後期課程修了。博士（看護
学）。2020年より聖路加国
際大学大学院看護学研究科
教授（看護管理学）

奥 裕美 先生

• 共通科目をB課程に対応した
カリキュラムに変更

•B課程専門科目を新たに開講

• 現行のカリキュラム（A課程）を
B課程に対応したものに変更

• 特定行為研修の指定研修機関
になる

＋

＋

B 課 程 認 定 看 護 師 教 育 機 関 に な る た め に は

B課程認定看護師
教育機関

現状
特定行為研修
指定研修機関

A課程認定
看護師教育機関

➡

➡

● 2019年度から開始された新たな認定看護師教育基準カリキュラムです
● 特定行為研修の共通・区分別科目が組み込まれており、e-ラーニングの使用が認められています
● 看護師はB課程認定看護師教育機関で受講することで、修了した区分に含まれる特定行為を

実践できる新たな認定看護師（特定認定看護師）を目指すことができます

認 定 看 護 師 教 育 基 準 カ リ キ ュ ラ ム （ B 課 程 ） と は

看護師の特定行為研修  B課程共通科目対応コース†

＋

「看護師の特定行為研修」と同時導入で、B課程に対応した共通科目を開講可能！

新たに45時間※分の講義、演習・実習課題をご提供

特定行為研修共通科目 本 サ ー ビ ス

➡

†認定看護師教育課程専門科目の教材はこのコースに含まれません

※日本看護協会の定める、45分を「1時間」とする「みなし時間」での表記になります

・指導
・相談
・看護管理

B課程
共通科目

380時間※

配信予定コース・テーマ一覧

コンサルテーションの方法論を学ぶ
コンサルテーションの基本をはじめ、多職種連携や組織内での問題解決方法を詳しく解説
講師陣が経験した実際の相談事例を豊富に用意

看護管理の基本と看護の質評価について学ぶ
組織と看護サービスのマネジメント方法を詳しく解説
看護実践の質を評価・改善していく方法を学び、演習や実習をとおして身につける

15時間※

15時間※

監修：聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授 奥 裕美 先生

教科目名「相談」

教科目名「看護管理」

単元 テーマ 講師 所属 実時間

1. コンサルテーション
の概念

コンサルテーションの基本 竹森 志穂 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 准教授 1
課題の明確化と関係性の構築
～コンサルテーションの観点から考える 
多職種連携とコンフリクトマネジメント～

竹森 志穂 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 准教授 1

2. コンサルテーションの方法 コンサルテーションの方法（演習） 竹森 志穂 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 准教授 3

3. コンサルテーション
の実際

コンサルテーションの実際①
～導入、関係性の構築～ 平木 圭子 先生 聖路加国際大学 教育センター 1

コンサルテーションの実際②
～問題の本質とコンサルティの状況の明確化～ 平木 圭子 先生 聖路加国際大学 教育センター 1

コンサルテーションの実際③
～目標の明確化、コンサルテーションのモデル～ 田代 真理 先生 聖路加国際大学 教育センター 1

コンサルテーションの実際④
～情報収集、計画立案と実行～ 田代 真理 先生 聖路加国際大学 教育センター 1

コンサルテーションの実際⑤
～フォローアップ、ターミネーション～ 西村 恵理奈 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 助教 1

コンサルテーションの実際⑥
～自事例の振り返り～ 西村 恵理奈 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 助教 1.25

合計時間 11.25

臨床現場での学習支援方法を学ぶ
最新の臨床判断モデルなどを活用した学習指導案の作成方法を学び、
事例をもとに臨床現場における活用方法を身につける

15時間※

教科目名「指導」

単元 テーマ 講師 所属 実時間
1. 生涯教育と生涯学習 専門職の生涯学習と認定看護師の役割 三浦 友理子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 講師 0.75

2. 成人学習者への教育 大人が学ぶということ
～学習者への理解を深めよう～ 三浦 友理子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 講師 1

3. 教材観（主題観)、
    対象者観、指導観

学習の評価
看護専門職への学習支援のTips 三浦 友理子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 講師 1

4. 学習指導案の作成・
    発表

臨床現場での学習支援①～日々の実践での
学習支援（臨床判断モデルの活用）～

池田 葉子 先生
森田 敦子 先生 聖路加国際病院 Clinical Nurse Educator（CNE） 1.5

臨床現場での学習支援②～研修/学習会
（インストラクショナルデザインの活用）～ 畠山 有希 先生 聖路加国際病院 Clinical Nurse Educator（CNE） 1.5

臨床現場での学習支援③～日々の実践での
学習支援（臨床判断モデルの活用）事例編～

池田 葉子 先生
森田 敦子 先生 聖路加国際病院 Clinical Nurse Educator（CNE） 1.5

臨床現場での学習支援④～研修/学習会
（インストラクショナルデザインの活用）事例編～ 金子 あや 先生 聖路加国際病院 Clinical Nurse Educator（CNE） 1.5

個 の々学習支援/研修プログラムの計画（演習） 三浦 友理子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 講師 2.5
合計時間 11.25

単元 テーマ 講師 所属 実時間
1. ヘルスケアシステム

の構造と現状
わが国の社会保障制度と課題 山田 雅子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授 1
地域包括ケアシステムと地域共生社会 山田 雅子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授 1

2. 看護サービスの
質管理

看護サービスマネジメントの基本 奥 裕美 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授 1
看護サービス提供に必要なマネジメントと
リーダーシップ 奥 裕美 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授 1

変化する社会と看護サービスの維持向上 相澤 恵子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 助教 0.75

3. 組織における
認定看護師の
位置づけと役割の
明確化

組織のマネジメント 相澤 恵子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 助教 1
認定看護師制度と特定認定看護師の役割 西田 和美 先生 国立研究開発法人 国立循環器病研究センター 副看護部長 0.5
組織分析の方法と改善案の立案（演習） 西田 和美 先生 国立研究開発法人 国立循環器病研究センター 副看護部長 3
分析結果と改善案のプレゼンテーション（演習） 西田 和美 先生 国立研究開発法人 国立循環器病研究センター 副看護部長 1

4. 看護実践の
アウトカム評価

看護実践の質を評価する 相澤 恵子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 助教 0.5
看護実践の質改善における特定認定看護師の役割 相澤 恵子 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 助教 0.5

合計時間 11.25

補助教材 自分の意見を効果的に伝える
プレゼンテーションスキル 奥 裕美 先生 聖路加国際大学大学院 看護学研究科 教授 0.5

※日本看護協会の定める、45分を「1時間」とする「みなし時間」での表記になります。なお、補助教材の時間は含みません
講師の肩書は収録時のものです。最新の情報は弊社にお問い合わせください


